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━合理化・特殊勤務手当の見直しについて━ 

 

平成 18 年 1 月 18 日（水）午後 2 時から午後 4まで、中央公民館視聴覚室において、先に提案

した合理化交渉項目や特殊勤務手当の見直し等について交渉を行った。（提案に係る詳細は論点

第 422 号・第 423 号参照。） 

また、自動車運転免許にかかる職免の廃止について、提案を行った。 

なお、提案項目のうち、「地区施設機能の見直し」については修正提案を行った。 

  

◎組合への提案 

地区施設機能見直しにかかる修正提案（メモ） 

別紙１のとおり 

自動車運転免許更新に係る職免の見直しについて（メモ） 

別紙２のとおり 

 

◎具体的な交渉内容 

１ 合理化交渉について 

  課題の要旨 

  昨年秋に提案した合理化項目について、支部協議等での話し合いが進められているが、各々

の提案項目での諸課題について、本部での交渉を行った。 

 

 

 

尼崎市役所総務局

職員部給与課 

＝尼崎市職員労働組合との交渉記録＝
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主な質疑の内容 

組合の主張 当局の回答 

地区施設機能の見直し 

修正提案で、開館日が第 1･第 3 土曜日か

ら第 2･第 4 土曜日に変更されているが、こ

の提案趣旨は何か 

 

 月 2 回の土曜日の会館を確保するうえで、

年始やゴールデンウィーク等と前後する第

1･第 3 土曜日より、第 2･第 4 土曜日のほう

が影響は少ないと判断したものである。 

 老人指導員や青少年指導員などの業務に従

事してきた職員は職種変更されるのか。 

事務職への職種変更を行う予定である。 

 今回の提案のなかに戸ノ内地区にかかる項

目がないが、対象外ということか。 

平成 18 年 4 月からの実施に向けて、他の

地区と同様の内容で、地元との協議を行って

いるところである。内容が確定次第、改めて

交渉の場で提案したい。 

 話し合いを進めていくに際して、どこが中

心的な窓口になるのか。 

健康福祉局や教育委員会にまたがる課題も

あるが、基本的には、見直し後に総合センタ

ーを管轄する市民局人権啓発室となる。 

 消費生活センターにおける啓発業務 

 消費者トラブルに関する相談件数が増加し

ているなかで、業務内容をより充実させる意

図は理解できるが、人件費効果をあげるため

の合理化というのは理解できない。 

 

職員よりも、より高度で広範な知識を有す

る専門職に委託することで、業務の質の向上

を図るものである。 

 市税例日収入整理業務 

 業務内容からみても、本来的には再任用職

場として整理すべきではないか。今後も再任

用職員の数が増大していくなかで、単に配属

希望がないから委託するということではない

のか。 

 

委託化に馴染むか否かは、あくまでも業務

内容を精査した結果、判断しているものであ

る。 

課題解決への方向性 

引き続き協議交渉を重ねていくこととした。 
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２ 特殊勤務手当の見直し 

  課題の要旨 

  前回交渉時に提案した特殊勤務手当の見直しについて、詳細な議論を行った。 

主な質疑の内容 

組合の主張 当局の回答 

年末年始特勤の廃止は、阪神間他都市でも

実施していない。民間などでも、年末年始に

おいては、いわゆる「もち代」的な要素とし

て、一定の加給が行われている実態をみれ

ば、非合理的な手当ではない。 

 職員厚遇問題の見直しを進めている大阪市

においても、年末年始特勤の廃止を打ち出し

ており、世論に対するインパクトは大きなも

のであると感じている。このような背景もあ

るなかで年末年始特勤に著しい特殊性がある

とは思っておらず、廃止すべきであると考え

ている。 

1 月 13 日の正式提案前から、特殊勤務手

当の見直しの議論は支部レベルで継続してい

たが、正式提案前ということで、原局側は交

渉の当事者能力を有さないとのスタンスであ

った。今後、支部交渉を進めていくにあた

り、原局側に当事者能力を与えないと、責任

の所在が不明確になり、協議に支障をきたす

ことになる。 

 1 月 13 日の正式提案以降については、支

部交渉についても正式な話し合いとして認め

るものであり、その協議内容や結果について

は、本部交渉においても尊重していく。 

 ただし、支部交渉を進めるにあたっては、

最終的には、特殊勤務手当を条例化するとい

う目的を念頭におき、現場の実情だけでな

く、市民の理解が得られ、説明できる内容で

あるか否かに十分留意して欲しい。 

課題解決への方向性 

上記の確認に基づき、原局と支部での話し合いのなかで再整理を行ってうえで、引き続き協議

を重ねていきたいとした。 

 

３ 自動車運転免許更新に係る職免の見直しについて 

  課題の要旨 

  運転手業務に従事する職員が運転免許証を更新するにあたり、職務上必要であるとして、更

新手続きにかかる必要な時間を職免として取扱ってきた。 

  しかしながら、近年、免許が更新できる時期が誕生日の前後 1 ヶ月に延長されたことや、免
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許有効期限が最長 5 年間に延長されたこと及び運転免許更新を行う運転免許試験場が日曜日も

業務を行うようになり、従前と比べて更新手続きがしやすくなっていることを受け、当該取扱

の廃止を提案した。 

主な質疑の内容 

組合の主張 当局の回答 

阪神間の近隣他都市での取扱はどのように

なっているのか。 

 芦屋市・川西市・三田市のみ残っている

が、その他（西宮市・伊丹市・宝塚市）では

実施していない。また、尼崎市でも水道局・

消防局・交通局では、過去から職免扱いとし

ていない。 

課題解決への方向性 

妥結に向け、引き続き協議交渉を重ねていくこととした。 

 

以 上  

（給与課） 
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別紙１

平成 18 年度向け 合理化等提案項目について（メモ） 

H18.1.18 

 

 平成 17 年 10 月 31 日付けの提案を、次のとおり修正する。 

 

   ４ 地区施設機能の総合センターへの統合 

    ⑷ 総合センターの開庁時間の変更 

      現在閉庁している土曜日のうち、毎月第２土曜日及び第４土曜日について、午前９

時から午後５時までを開庁とする。 

 

                                      以 上   

                                     （給与課）  

 

修正前 

４－⑷ 総合センターの開庁時間の変更 

  現在閉庁している土曜日のうち、毎月第１土曜日及び第３土曜日について、午前９時から午

後５時までを開庁とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

地区施設の機能統合に伴う職員数の異動について 
 

平成 18 年 1 月 18 日 
 
 施設 現行 統合後 減 

総合センタ－ ４ ４ ０ 
老人福祉センター分館 ５ ２ ３ 
併設公民館 ２ １ １ 
青少年会館 ６ ２ ４ 

上ノ島 

計 １７ ９ ８ 
総合センタ－ ４ ４ ０ 
老人福祉センター分館 ３ ２ １ 
併設公民館 ２ １ １ 
青少年会館 ５ ２ ３ 

神崎 

計 １４ ９ ５ 
総合センタ－ ４ ４ ０ 
老人福祉センター分館 ４ ２ ２ 
併設公民館 ２ １ １ 
青少年会館 ５ ２ ３ 

水堂 

計 １５ ９ ６ 
総合センタ－ ５ ５ ０ 
老人福祉センター分館 ５ ２ ３ 
併設公民館 ２ １ １ 
青少年会館 ５ ２ ３ 

今北 

計 １７ １０ ７ 
総合センタ－ ５ ５ ０ 
老人福祉センター分館 ５ ２ ３ 
併設公民館 ２ １ １ 
青少年会館 ６ ２ ４ 

南武庫之荘 

計 １８ １０ ８ 
総合センタ－ ４ ４ ０ 
老人福祉センター分館 ３ ２ １ 
青少年会館 ５ ２ ３ 

塚口 

計 １２ ８ ４ 
総合センタ－ ２６ ２６ ０ 
老人福祉センター分館 ２５ １２ １３ 
併設公民館 １０ ５ ５ 
青少年会館 ３２ １２ ２０ 

合計 

計 ９３ ５５ ３８ 
 

                                    以 上 
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別紙２

自動車運転免許更新に係る職免の見直しについて（メモ） 

H18.1.18 

 

 ⑴ 理由 

   職員の職務に専念する義務の免除について、制度趣旨に馴染まなくなっている自動

車運転免許更新に係る運用について見直しを行う。 

 

 ⑵ 見直しの内容 

自動車運転手等の職員が自動車運転免許を更新する際、職免規則第 2 条 4 号「本市

の行う任用試験を受ける場合又は職務遂行上必要な資格試験、検定試験を受ける場

合」の条項適用により職免が承認されている運用を廃止する。 

 

 ⑶ 実施時期 

平成 18 年 4 月 1 日 

 

 ⑷ 諾否期限 

平成 18 年 1 月 25 日 

 

以 上 
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